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岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 成 活 症 対策 本 部 第 6 回 本 部 


次 第 
日 時 令 和 2 年 3 
13 時 30 分 
場所 県 庁 3 階 











開会 


議題 


新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 に 基づく 県 対策 本 部 の 設 

















新型 コロ ナウ イル ス に 係る 対応 等 に つい て 


その 他 


閉会 


トコ 


員 会議 


= 不 





月 27 日 ( 金 ) 
から 
第 一 応接 室 


置 に つい て 





厚生 労働 大 臣 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に つい て 、 そ の まん 延 の お それ が 高い と 認め る と き 、 総 理大 
臣 に 対し 、 は 、 内 閣 総 理大 臣 に 対し 、 当 該 新型 イン フル エン ザ 等 の 発生 の 状況 、 当 該 新型 イン フル エン ザ 
等 に か か っ た 場合 の 病状 の 程度 その 他 の 必要 な 情報 の 報告 を し な けれ ば な ら な い 。 (特措法 第 14 条 ) 


総理 大 臣 は 、 (当該 報告 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 に か か っ た 場合 の 病状 の 程度 が 、 季 節 性 イン フル エ 
ン ザ に か か っ た 場合 の 病状 の 程度 に 比 し て お お むね 同 程度 以下 で ある と 認め られ る 場合 を 除き 、) 閣議 に 
か け て 、 了 臨時 に 内 閣 に 政府 対策 本 部 を 設置 する も の と する ( 同 第 15 条 ) 


政府 対策 本 部 が 設置 され た と き は 、 都 道府県 知事 は 、 都 道府県 行動 計画 で 定め る と ころ に より 、 直 ち に 、 
都 道 府 県 対 策 本 部 を 設置 し な けれ ば な ら な い ( 同 第 22 条 ) 
※ 市 町 村 町 に は 対策 本 部 の 設置 義務 は (現時 点 で は ) 生じ な い 





特措法 に 基づく 、 都 道府県 対策 本 部 に つい て 
〇 所 堂 事務 ( 同 第 22 条 ) 

当該 都 道 府 県 及 び 当 該 都 道府県 の 区 域内 の 市 町 村 並 びに 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 が 実施 する 当 
該 都 道 府 県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 の 総合 的 な 推進 に 関す る 事務 


〇 本 部 員 ( 同 第 23 条 ) 


都 道 府 県 知事 (対策 本 部 長 ) 、 副 知事 、 都 道府県 教育 委員 会 の 教育 長 、 警 視 総 監 又 は 道府県 警察 本 部 長 、 
特別 区 の 消防 長 、 そ の 他 都 道府県 知事 が 当該 都 道 府 県 の 職員 か ら 任命 する 者 


〇 都 道 府 県 対策 本 部 長 の 権限 ( 同 第 24 条 ) 
〇 医療 等 の 実施 の 要請 等 ( 同 第 31 条 ) 





(参考 ) 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 (抜粋 ) 


〇 改正 後 の 法 附 則 第 一 条 の 二 第 二 項 の 規定 に よる 法 第 十 四 条 の 読 礁 え 
(新型 イン フル エン ザ 等 の 発生 等 に 関す る 報告 ) 

第 十 四条 厚生 労働 大 臣 は 、 感 染 症 法 第 四 十 四条 の 二 第 一 項 又 は 第 四 十 四条 の 六 第 一 項 の 
規定 に より 新型 イン フル エン ザ 等 が 発 第 四 十 四 条 の 六 第 一 項 の 規定 に より 新型 イン フ 
ル エ ン ザ 等 が 発生 し た と 認め た 則 を 公表 する と き (新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (病原 体 
が ベー タコ ロナ ウイ ルス 属 の コロ ナウ イル ス ( 令 和 二 年 一 月 に 、 中 華人 民 共 和 国 か ら 世 
界 保健 機関 に 対し て 、 人 に 伝染 する 能力 を 有する こと が 新た に 報告 され た も の に 限る 。) 
に あっ て は 、 そ の まん 延 の お それ が 高い と 認め る と き ) は 、 内 閣 総 理大 臣 に 対し 、 当 該 
新型 イン フル エン ザ 等 の 発生 の 状況 、 当該 新型 イン フル エン ザ 等 に か か っ た 場合 の 病状 
の 程度 その 他 の 必要 な 情報 の 報告 を し な けれ ば な ら な い 。 



































































































































〇 関係 条文 
(政府 対策 本 部 の 設置) 

第 十 五 条 内 閣 総理 大 臣 は 、 前 条 の 報告 が あっ た と き は 、 当該 報告 に 係る 新型 イン フル エ 
ン ザ 等 に か か っ た 場合 の 病状 の 程度 が 、 感 染 症 法 第 六条 第 六 項 第 一 号 に 掲げ る イン フル 
エン ザ に か か っ た 場合 の 病状 の 程度 に 比 し て お お むね 同 程度 以下 で ある と 認め られ る 
場合 を 除き 、 内 閣法 (昭和 二 十 二 年 法律 第 五 号 ) 第 十 二 条 第 四 項 の 規定 に か か わら ず 、 
半 普 に か け て 、 了 臨時 に 内 閣 に 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 (以下 「 政 府 対策 本 部 」 と 
いう 。) を 設置 する も の と する 。 

2 内 閣 総理 大 臣 は 、 政府 対策 本 部 を 置い た と き は 、 当該 政府 対策 本 部 の 名 称 並び に 設置 
の 場所 及び 期間 を 国会 に 報告 する と と も に 、 こ れ を 公示 し な けれ ば な ら な い 。 









































































































































(政府 対策 本 部 の 所 堂 事務) 

第 十 七条 政府 対策 本 部 は 、 次 に 掲げ る 事務 を つか さ ど る 。 

ー 指定 行政 機関 、 地方 公共 団体 及び 指定 公共 機関 が 次 条 第 一 項 に 規定 する 基本 的 対処 方 
人 針 に 基づき 実施 する 新型 イン フル エン ザ 等 対策 の 総合 的 な 推進 に 関す る こと 。 

二 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 三 十 三条 第 一 項 の 規定 に より 政府 対策 本 部 長 の 権限 に 属す る 
事務 

三 前 二 号 に 揚げ る も の の ほか 、 法 令 の 規定 に より その 権限 に 属す る 事務 





























(政府 対策 本 部 長 の 権限 ) 

第 二 十 条 政府 対策 本 部 長 は 、 新 型 イン フル エン ザ 等 対策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 
必要 が ある と 認め る と き は 、 基本 的 対処 方 針 に 基づき 、 指定 行政 機関 の 長 及 び 指 定 地方 
行政 機関 の 長 並び に 前 条 の 規定 に より 権限 を 委任 され た 当該 指定 行政 機関 の 職員 及び 

当該 指定 地方 行政 機関 の 職員 、 都 道 府 県 の 知事 その 他 の 執行 機関 (以下 「 都 道府県 知事 
等 」 と いう 。) 並び に 指定 公共 機関 に 対し 、 指 定 行政 機関 、 都 道府県 及び 指定 公共 機関 
が 実施 する 新型 イン フル エン ザ 等 対策 に 関す る 総合 調整 を 行う こと が で きる 。 

2 前 項 の 場合 に お いて 、 当 該 都 道府県 知事 等 及び 指定 公共 機関 は 、 当該 都 道 府 県 又 は 指 
定 公共 機関 が 実施 する 新型 イン フル エン ザ 等 対策 に 関し て 政府 対策 本 部 長 が 行う 総 人 
調整 に 関し 、 政 府 対策 本 部 長 に 対し て 意見 を 申し 出ろ こと が で きる 。 

3 政府 対策 本 部 長 は 、 第 一 項 の 規定 に よる 権限 の 全部 又は 一 部 を 政府 対策 副本 部 長 に 委 
任 す る こと が で きる 。 

4 政府 対策 本 部 長 は 、 前 項 の 規定 に よる 委任 を し た と き は 、 直ちに 、 そ の 旨 を 公示 し な 
けれ ば な ら な い 。 
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( 都 道 府 県 対 策 本 部 の 設置 及び 所 堂 事務 ) 

第 二 十 二条 第 十 五 条 第 一 項 の 規定 に より 政府 対策 本 部 が 設置 され た と き は 、 都 道府県 知 
事 は 、 都 道 府 県 行 動 計 画 で 定め る と ころ に より 、 直 ち に 、 都 道府県 対 策 本 部 を 設置 し な 
けれ ば な ら な い 。 

2 都 道 府 県 対 策 本 部 は 、 当該 都 道 府 県 及 び 当 該 都 道 府 県 の 区 域内 の 市 町 村 並 びに 指定 公 

共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 が 実施 する 当該 都 道 府 県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン 

ザ 等 対策 の 総合 的 な 推進 に 関す る 事務 を つか さ ど る 。 


































































































( 都 道 府 県 対 策 本 部 の 組織 ) 
第 二 十 三 人 条 都 道 府 県 対 策 本 部 の 長 は 、 都 道 府 県 対 策 本 部 長 と し 、 都 道 府 県 知 事 を も っ て 
売 て る 。 


2 都 道 府 県 対 策 本 部 に 本 部 員 を 置き 、 次 に 揚げ る 者 (道府県 知事 が 設置 する も の に あっ 
て は 、 第 四 号 に 掲げ る 者 を 除く 。) を も っ て 充て る 。 


一 副 知 事 
ーー 都 道 府 県 教育 委員 会 の 教育 長 
三 警視 総監 又は 道府県 警察 本 部 長 
四 特別 区 の 消防 長 

五 前 各 号 に 掲げ る 者 の ほか 、 都 道府県 知事 が 当該 都 道 府 県 の 職員 の うち か ら 任 命 す る 者 
3 都 道 府 県 対 策 本 部 に 副本 部 長 を 置き 、 前 項 の 本 部 員 の うち か ら 、 都 道府県 知事 が 指名 する 。 
4 都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 必要 が ある と 認め る と き は 、 国 の 職員 その 他 当 該 都 道 府 県 の 
職員 以外 の 者 を 都 道 府 県 対 策 本 部 の 会 議 に 出席 させ る こと が で きる 。 




































































































































































( 都 道 府 県 対策 本 部 長 の 権限 ) 

第 二 十 四条 都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 当該 都 道 府 県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対 
策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 当該 都 道府県 及び 関係 市 
町 村 並 びに 関係 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 が 実施 する 当該 都 道 府 県 の 区 域 に 
係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 に 関す る 総合 調整 を 行う こと が で きる 。 

2 前 項 の 場合 に お いて 、 関係 市 町 村 の 長 そ の 他 の 執行 機関 (第 三 十 三条 第 二 項 に お いて 

「 関 係 市 町 村長 等 」 と いう 。) 又は 関係 指定 公共 機関 若しくは 指定 地方 公共 機関 は 、 当 

該 関係 市 町 村 又 は 関係 指定 公共 機関 若しくは 指定 地方 公共 機関 が 実施 する 当該 都 道 府 

県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 に 関し て 都 道 府 県 対 策 本 部 長 が 行う 総合 調 
整 に 関し 、 当 該 都 道府県 対策 本 部 長 に 対し て 意見 を 申し 出る こと が で きる 。 

3 都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 当該 都 道 府 県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 の 実施 
に 関し 、 指定 行政 機関 又は 指定 公共 機関 と 緊密 な 連絡 を 図る 必要 が ある と 認め る と き は 、 

当該 連絡 を 要する 事項 を 所 管 す る 指定 地方 行政 機関 の 長 (当該 指定 地方 行政 機関 が な い 
と き は 、 当 該 指定 行政 機関 の 長 ) 又は 当該 指定 公共 機関 に 対し 、 そ の 指名 する 職員 を 派 
遣 す る よう 求め る こと が で きる 。 

4 都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 特 に 必要 が ある と 認め る と き は 、 政府 対策 本 部 長 に 対し 、 指 
定 行政 機関 及び 指定 公共 機関 が 実施 する 新型 イン フル エン ザ 等 対策 に 関す る 総合 調整 
を 行う よう 要請 する こと が で きる 。 こ の 場合 に お いて 、 政 府 対策 本 部 長 は 、 必要 が ある 
と 認め る と き は 、 所 要 の 総合 調整 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 

5 都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 第 一 項 の 総合 調整 を 行う た め 必要 が ある と 認め る と き は 、 政 
府 対策 本 部 長 に 対 し 、 当該 都 道 府 県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 の 実施 に 関 
し 必要 な 情報 の 提供 を 求め る こと が で きる 。 
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6 都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 第 
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一 項 の 総合 調整 を 行う た め 必要 が ある と 認め る と き は 、 当 











該 総合 調整 の 関係 機関 = 対し 、 それぞれ 多 都 道府県 の 
は 資料 の 提出 を 求め る こと が で きる 。 
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該 
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対策 の 実施 の 状況 に つい て 報告 又 
































都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 当 該 都 道 府 県 警 察 及 び 当 該 都 道 府 県 の 教育 委員 会 に 対し 、 当 





























、 必 要 な 措置 を 講ず る よう 求め 


























都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 当該 都 道 府 県 の 


る こと が で きる 。 




















区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 




















該 都 道府県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 を 実施 する た め 必 要 な 限度 に お い 


区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 を 的 確 


か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 指 定 行政 機関 の 長 又 は 指定 地方 行 


政 
要 





な 要請 を する こと が で きる 。 














機関 の 長 に 対 し 、 こ れ ら の 所 和 堂 事務 


都 道 府 県 対 策 本 部 長 は 、 当該 都 道 府 県 の 

















に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 の 実施 に 関し 必 


区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 を 的 確 





か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 公私 の 団体 又は 個人 に 対し 、 そ の 





き 


る 。 





( 都 道 府 県 対 策 本 部 の 廃止 ) 
第 二 十 五 条  ( 略 ) 





(条例 へ の 委任 ) 





第 二 十 六条  ( 略 ) 








機関 及び 指定 地方 公共 機 


1 





第 二 十 七 条 ( 略 ) 





第 二 十 八 条  ( 略 ) 





(停留 を 行う た め の 施 設 の 使用 ) 
第 二 十 九 条  ( 略 ) 








(運航 の 制限 の 要請 等 ) 
第 三 十 条  ( 略 ) 
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矢 





医 
医 
項 





医 





施 に 





療 等 の 実施 の 要請 等 ) 





三 十 一 条 都 道 府 県 知事 は 、 新 型 イ ンプ フル エ ン ザ 等 の 患 
a に 足り る 正当 な 正 








関 の 応援 の 要求 ) 























療 の 提供 を 行う た め 必 要 が ある 








当該 患者 等 に 対す る 
労働 大 臣 及 び 都 道府県 知事 は 
本 に 対し 、 そ の 場所 及び ] 
関し 必要 な 協力 の 要請 を する こ 





























医療 を 行う よう 要請 す 








と が で きる 。 
3 





区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 の 実施 に 関し 必要 な 協力 の 要請 を する こと が で 


者 又は 新型 イン フル エン が ザ 等 に 
E 由 の ある 者 (以下 「 患 者 等 」 と いう 。) に 対す る 
と 認め る と き は 、 医師 、 
療 関係 者 (以下 「 医 療 関係 者 」 と い う 。) 【 に 対し 、 そ の } 





看護 師 そ の 他 の 政令 で 定め る 
場所 及び 期間 その 他 の 必要 な 事 
る こと が で きる 。 











、 特 定 接種 を 行う た め 必 要 が ある と 認め る と き は 
期間 その 他 の 必要 な か な 事項 を 示し で て 、 当該 特定 接種 の 実 























3 医療 関係 者 が 正当 な 理由 が な い の に 前 二 項 の 規定 に よる 要請 に 応じ な いと き は 、 厚 生 
労働 大 臣 及 び 都 道府県 知事 ( よ 、 軸 者 等 こ 対 する 医療 又は 特定 接種 (以下 この 条 及 び 第 大 
十 二 条 第 二 項 に お いて 「 患 者 等 に 対す る 医療 等 」 と いう 。) を 行う た め 特 に 必要 が ある 
と 認め る と き ( に 限り 、 当 該 医療 関係 者 こ 対 し 、 患者 等 に 対す る 医療 等 を 行う べき こと を 

指示 する こと が で きる 。 こ の 場合 に お いて は 、 前 二 項 の 事項 を 書面 で 示さ な けれ ば な ら 
な い 。 

4 厚生 労働 大 臣 及 び 都 道府県 知事 は 、 前 三 項 の 規定 に より 医療 関係 者 に 愚者 等 に 対す る 

医療 等 を 行う こと を 要請 し 、 又 は 患者 等 に 対す る 医療 等 を 行う べき こと を 指示 する と き 
は 、 当 該 医療 関係 者 の 生命 及び 健康 の 確保 に 関し 十分 に 配慮 し 、 危険 が 及ば な いよ う 必 
要 な 措置 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 

5 市 町 村長 は 、 特 定 接種 を 行う た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 都 道府県 知事 に 対し 、 
第 二 項 又は 第 三 項 の 規定 に よる 要請 又は 指示 を 行う よう 求め る こと が で きる 。 








































































































厚生 労働 省 発 侍 0 3 2 6 第 1 号 
和 2 年 3 月 2 6 日 


ーー 
レア っ 


マテ SM — 
若 一 


安倍 


過 


内 閣 総 理大 臣 
厚生 労働 大 臣 加藤 勝信 


新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 附則 第 一 条 の 二 第 二 項 の 規 
定 に より 読み 替え て 適用 する 同 法 第 十 四 条 の 規定 に 基づく 報告 に 


つい て 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 附則 第 一 条 の 二 第 二 項 の 規定 


に より 読み 替え て 適用 する 同 法 第 十 四 条 の 規定 に 基づき 、 別 添 の と お 


り 報告 し ます 。 


報 告 




















令 和 2 年 3 月 26 日 


1 . 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 発生 の 状況 





(1) 国内 に お ける 発生 の 状況 
① 国 内 に お ける 感染 者 数 等 











本 年 1 月 15 日 に 、 国 内 に お いて は じ め て 新型 コロ ナウ イル ス 感 独 症 の 感 


染 者 が 確認 され た 。 











同年 3 月 25 日 18 時 まで に 、 国 内 の 感染 者 数 は 1, 292 人 、 死 亡者 数 は 45 


人 と な っ て いる 。 


② 国 内 に お ける 発生 の 状況 の 分 析 等 

「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」( 令 和 2 年 3 月 19 日 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 家 会 議 ) に お いて 、「 北 海道 以外 の 新規 感 
染 者 数 は 、 日 ご と の 差 は ある も の の 、 都市 部 を 中 心 に 蘭 増 し て お り 、3 月 10 
日 以降 、 新規 感染 者 数 の 報告 が 50 例 を 超え る 日 も 続い て いま す 。 また 、 高齢 
者 福祉 施設 で 集団 感染 が 発生 する 事例 が あり ます 。」、 「 感 染 源 (リン ク ) が 分 
か ら な い 感 染 者 の 増加 が 生じ て いる 地域 が 散発 的 に 発生 し て いま す 。」、「 日 
本 国内 の 感染 の 状況 に つい て は 、3 月 9 日 付 の 専門 家 会 議 の 見 解 で も 示し た 
よう に 、 引き続き 、 持 ちこ た えて いま す が 、 一 部 の 地域 で 感染 拡大 が み ら れ 
ます 。 諸 外国 の 例 を みて いて も 、 今後 、 地 域 に お いて 、 感 染 源 (リン ク ) が 
分 か ら な い 愚 者 数 が 継続 的 に 増加 し 、 こ うし た 地域 が 全国 に 拡大 すれ ば 、 ど 

















こ か の 地域 を 発端 と し て 、 















































爆発 的 な 感染 拡大 を 伴う 大 規模 流行 に つなが りか 




















ね な いと 考え て いま す 。」 等 と され て お り 、 そ の 後 更に 感染 者 数 の 増加 が 見 ら 


れる 。 


(2) 海外 に お ける 発生 の 状況 
世界 保健 機関 は 、 本 年 3 


COMYC 。、 パンデミック 





月 11 日 の 会 見 に お いて 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
(世界 的 な 大 流行 ) と みな すこ と が で きる 電 を 表明 











し て いる 。 








世界 的 に 感染 者 数 と 死亡 者 数 の 急激 な 拡大 が 見 られ る 。 
※ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 発生 状況 (括弧 内 は 本 年 3 














月 11 日 と の 比較 ) 

































































本 年 3 月 11 日 同月 19 日 同月 25 日 
感染 が 報告 さ | 110 か 国 ・ 地 域 161 か 国 ・ 地 域 187 か 国 ・ 地 域 
れ た 国 ・ 地 域 
感染 者 数 118, 650 人 210, 469 人 (1.77 | 415,856 人 (3.50 
倍 ) 倍 ) 
死亡 者 数 4, 294 人 8, 873 人 (2.07 倍 ) | 18, 353 人 (4.27 
倍 ) 





(3) 海外 に お いて 感染 





本 年 3 
者 が 連 


月 19 日 








以降 、 


海外 に お いて 感染 し 、 











し 、 国 内 に 移入 し た と 疑わ れる 感染 者 の 発生 の 状況 
国内 に 移入 し た と 疑わ れる 感染 
日 10 人 以上 確認 され て お り 、 ま た 、 こ れ ら の 者 が 国内 で 確認 され た 感 


梁 者 の うち に 占め る 割合 も 増加 し て いる 。 ま た 、 移 入 元 の 国 が 流行 当初 は 中 華 

















人 民 共 和 国 に 集 











に 和 確 思 





上 記 の 状況 に 鑑み 








れ が 高い と 認め られ る 。 


し て いた が 、 


増加 と 多様 化 の 両面 の 影響 を 今 和 


現在 まで に 欧州 を 
受け る 可能 





性 が ある 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に か か っ た 場合 の 病状 の 程度 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 
し て も 約 80% の 人 は 軽症 で 済む 」、「 5 % 程 の 方 は 重 篤 
\ る 」、「 高 齢 者 や 基礎 疾患 を 持つ 方 は 特に 重 

し た 重症 度 に つい て は 、 致死 率 が 極め て 高い 感染 症 ほ ど で は な いも の の 、 
節 性 イン フル エン ザ と 比べ て 高い リス ク が ある と 認め られ る 。 























新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の まん 延 の お それ 
、 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 に つい て 、 そ の まん 延 の お そ 


h 心 と し て 多様 化 


に お いて 「 こ 











し て お り 、 


の 感染 症 
化し 、 亡 く な る 方 


症 化 し や すい 」 等 と され て いる 





新型 コロ ナウ ィ ル ス に 関連 し た 
感染 症 の 現状 と 対策 


令 和 2 年 3 月 26 日 ( 木 ) 
厚生 労働 省 




















































































































































































































感染 者 数 | 81218 386 29| 1292| 9137 216 558 2 827 134| 1654| 2252| 53268| 2587| 22302| 32986 91 102 248 792 552 519| 69176| 8077 494| 2272| 39673 
死亡 者 数 | 3281 4 45 126 2 2 4 15 8 689 27| 1100 126 2 1 35 10| 6820 422 1 36| 2696 
感染 者 数 | 4269 402| 24811| 1930 318 191 392 84 74 316 264| 4876| 8648 382| 2201 70 972 148 743| 2566 794| 1718 369| 5560 187 209 44 
死亡 者 数 122 19| 1934 1 4 2 1 23 17 28 86 1 46 6 2 17 10 7 24 276 20 1 
感染 者 数 648 87 81 155 367 526| 1099 23| 1049| 1329| 1394 249 312 686 164| 2362 197 86 767 154 301 922 97 170 114 187 51 
死亡 者 数 2 1 4 8 18 6 1 3 49 1 23 4 2 3 4 3 8 
感染 者 数 901 480 59 166 554 15 2 66 20 303 204 4 306 416 177 110 27 39 125 218 13 104 124 123 114 1 10 
死亡 者 数 8 3 1 3 1 3 5 2 1 3 1 3 1 4 4 
感染 者 数 345 29 30 45 21| 1872 73 23 17 15 3 48 57 3 4 12 25 21 84 6 53 3 72 162 8 7 7 
死亡 者 数 6 1 1 37 1 1 1 1 1 1 2 
感染 者 数 40 4 3 7 2 61 4 1 4 50 9 3 12 2 1 6 4 47 18 42 3 3 3 42 4 5 
死亡 者 数 1 1 1 1 2 
Se ター クス ・ 
Sa ラオ ス | カイ コス 語 
島 ( 英 入 ) 
感染 者 数 3 2 17 7 3 3 1 3 3 1 1 2 9 5 1 3 1 1 2 2 2 2 1 712| 415856 
死亡 者 数 | 10| 18353 
※1 うち 144 例 は 無 症 状 病 原 体 保 有 者 (症状 は な い が 、 検 査 が 陽性 と な っ た 者 ) 
※ 2 この 他 に チャ ー タ ー 便 で 帰国 後 、3 月 1 日 に 死亡 し た と オー スト ラリ ア 政 府 が 発表 し た 1 名 が いる 。 当 該 死亡 者 は 豪州 の 死亡 者 欄 に 計上 。 





新型 コロ ナウ ワイ ルス 感染 症 に 関す る 入退院 の 状況 


【 国 内 事例 】 3 月 25 日 ( 水 ) 18 時 時 点 
PCR 検 査 陽 性 者 


EE gi 


888 (+47) 235 9 』( 4 9) 
重症 一 軽 て 中 等 症 に な っ た 者 2 4 


1 28 2 (エエ 98) 





【 ク ルー ズ 船 事例 】 
PCR 検 査 陽性 者 


上 も 
6 0 1 (+4) 
重症 一 軽 < 中 等 症 に な っ た 者 29 





【 総 計 】 
PCR 検 査 陽性 者 


2 949 (+43) 960 (+53) 55 (+2) 
重症 - 軽 ご 中 等 症 に な っ た 者 5 3 





( 注 ) 1【 国 内 事例 】 に は 、 空 港 検疫 で 確認 され た PCR 検 査 陽性 者 23 名 を 含む 。 
2【 ク ルー ズ 船 事例 】 に は チャ ー タ ーー 便 帰 国 し た 者 (40 名 ) は 含め な い 。 
3【 ク ルー ズ 船 事例 】 に は 藤田 岡崎 医療 セン ター 分 を 含む 。 





新型 コロ ナ ワ イル ス 感 染 症 の 発生 状況 


【 国 内 事例 】 ※ 括弧 内 は 前 日 か ら の 変化 ※ 令 和 2 年 3 月 2 5 日 1 8 時 時 点 


うち 有 症 状 者 


うち 退 7 7 
Pi うち 人 工 呼吸 うち 入 
院 待 
療 室 に 入院 し 
て いる 者 ※3 


機 中 
の 者 
国内 事例 | 1254^] 127 | 35 90 85 1119 | 308 | 765 504 56 
| (+93) | G12) | (+1) | (+13) | G13) (+79) | (+48) | (+26) | (+30) (-1 ) 0 
23 
アビ 
a | i a aa 
チャ ー タ ー 便 
帰国 者 事例 
(水際 対策 で 確 
認 ) 
合計 1292* 39 103 | 98 1140 | 320 | 774 513 202 25,172 
合計 (+98) i (+1) | (+13) | 13) (+84) | (+48) | (+31) | (+35) て (-1) 0 0 (+1651) 


※ うち 日 本 国籍 の 者 900(+31) 人 (これ 以外 に 認 中 の 者 が いる ) 
※ 5 う A が 197 例 
※3 今 ま で に 重症 か ら 軽 一 中 等 症 へ 改善 し た 者 は 24 (+4) 名 














※ 令 和 2 年 3 月 2 5 日 1 8 時 時 点 
PCR 検 査 陽性 者 退院 等 し て いる 者 人 工 呼 吸 器 又は 集中 治 
Ea 療 室 に 入院 し て いる 者 
病原 体 保有 者 数 療護 に 入院 


※4 那 覇 港 出港 時 点 の 人 数 。 うち 日 本 国籍 の 者 1341 人  ※5 船 会 社 の 医療 スタ ッ フ と し て 途中 乗船 し 、PCQR 陽 性 と な っ た 1 名 は 含め ず 、 チ ャ ー タ ー 便 で 帰国 し た 40 名 を 含む 。 
国内 事例 同様 入院 後に 有 症 状 と な っ た 者 は 無 症状 病原 体 保有 者 数 か ら 除 いて いる 。※ 6 退院 等 し て いる 者 601 名 の うち 有 症 状 322 名 、 無 症状 279 名 。 チャ ー タ ー 便 で 帰国 し た 者 を 除く 。 
※7 29 名 が 重症 か ら 軽 一 中 等 症 へ 改善 (うち 12 名 (お) は 退院 ) ※8 こ の 他 に チャ ー タ ー 便 で 帰国 後 、3 月 1 日 に 死亡 し た と オー スト ラリ ア 政 府 が 発表 し た 1 名 が いる 。 











【 上 陸前 事例 】※ 括弧 内 は 前 日 か ら の 変化 


クル ー ズ スズ 船 事 例 
(水際 対策 で 確認 ) 
(3,711 人 ) ※4 















































































































































































































































新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 国内 の 体制 整備 に つい て 
帰国 者 ・ 接 触 者 相談 


セン ター 


各 保 健 所 へ の 設置 を 目安 


※ 保 健 所 件 数 : 472 件 (H31.4.1) 


47 都 道府県 


※2/12 に 全都 道府県 で の 8 
前 日 比 キ 0 施設 


527 施 設 で 設置 
婦 置 を 確認 





相談 件 数 は 全国 で 271.714 件 
(2/3 一 3/24) 


日 比 13,941 件 増加 














・ 保 健 所 の ほか 、 県 庁 や 市 役所 の 感染 症 
対策 担当 課 に 設置 し て いる 都 道 府 県 も 
ある 。 

・ 全 都 道 府 県 が 24 時 間 土 日 も 対応 可能 








で ある ( 各 ホ ー ム ペー ジ 上 で も 公表 ) 。 


・2/27 に 相談 件 数 の 増加 が 著しい 27 都 道 
府県 に 電話 回 線 の 状況 を 聴取 し た が 、 
特段 幅 還 は 生じ て いな い 。 


帰国 者 ・ 接 触 者 外来 等 


二 次 医 療 圏 に 1 カ所 以上 


※ 二 次 医療 圏 数 : 335 (H30.4.1) 
47 都 道府県 、1.050 施 設 で 


※2/13 に 全都 道府県 で の 8 置 を 確認 
前 日 比 +4 施 設 





※2/21 に 全 二 次 医療 圏 で の 設置 を 確認 





帰国 者 ・ 接 触 者 外来 の 受診 
数 は 全国 で 12.669 件 (2/1~ 
3/24) 


日 比 581 件 増加 














・1.050 施 設 の うち 感染 症 指定 医療 機関 


は 412 施 設 。 


3 25( 水 ) 
17 時 時 点 
(参考 ) 一 般 電話 相談 窓口 
な し 
一 般 電 話 相談 窓口 は 医療 機関 の 紹介 を 
A 、 地域 ご と に 設置 する 必 


要 が な く 、 各 目 治 体 が 必要 な 回 線 数 を 
設置 で き て いれ ば よい 。 








: 8.712 件 (1/29~2/27) 
(2/26:428 件 、2/27:414 件 ) 
す : 5,174 件 (1/29~2/27) 
(2/26:263 件 、2/27:215 件 
県 : 2.272 件 (2/4~2/27) 
(2/26:213 件 、2/27:242 件 ) 
県 : 1.067 件 (2/4 一 2/27) 
(2/26:126 件 、2/27:164 件 ) 
※ 報 告 対象 で は な いた め 、 専 用 ダイ ヤル を 設置 
し た いく つか の 都 道 府 県 へ 聞き 取り 調査 を 実施 。 













































































・ 専 用 回 線 を 設置 し て いる 都 道 府 県 は 神 
奈川 県 含め 22 都 府県 。 

- 都 道府県 と は 別に 一 般 電話 相談 窓口 

設置 し て いる 市 区 町 村 も ある 。 











新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法制 定 の 背景 





〇 東南 アジ ア な ど を 中 心 に 、 家 高 類 の 間 で HS5N1 亜 型 の 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ が 
発生 に し て お り 、 こ の ウイ ルス が 家 高 類 か ら ヒ ト に 感染 し 、 死 亡 す る 例 が 報告 。 

〇 この よう な 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ (H5N1) の ウイ ルス が ヒト か ら ヒ ト へ 効率 
よく 感染 する 能力 を 獲得 し 、 病 原 性 の 高い 新型 イン フル エン ザ が 発生 する こと が 


上 念 


2 へ I か O 








〇 平成 21 年 に 発生 し た 新型 イン フル エン ザ (A/H1N1) の 経験 を 踏ま え 、 
・ 平成 23 年 9 月 20 日 に 、 政 府 の 「 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 対策 行動 計画 」 を 改定 
・ 新型 イ ン フ ル エ ン ザ 対策 の 実効 性 を 確保 する た め 、 各 種 対策 の 法 的 根拠 の 明確 
化 な ど 法 的 整備 の 必要 性 








「 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 特別 措置 法 」 制 定 


〇 政府 行動 計画 の 実効 性 を さら に 高め 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 発生 時 に 、 そ の 春 威 
か ら 国 民 の 生命 と 健康 を 守り 、 国 民 の 生活 や 経済 に 及ぼ す 影 響 が 最小 と な る よう 
に する 。 















ラ 迅 速 な 対策 の た め の 明 確 な 体制 を 構築 する 。 
対策 の 効果 概念 図 > 








洋 水 環 中 





ビー ク を 
遅らせ る 


ク 時 の 患者 数 等 
を 小さ くす る 


医療 提供 の 
キャ パシ ティ 





新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 概要 





危機 管理 と し て の 新型 イン フル エン ザ 及 び 全 国 的 か つ 急 速 な まん 延 の お それ の ある 新 感染 症 対策 の た め に ~ 
新型 イン フル エン ザ 等 に 対す る 対策 の 強化 を 図り 、 国民 の 生命 及び 健康 を 保護 し 、 国民 生活 及び 国 





民 経 済 に 及ぼ す 影 響 が 最小 と な る よう に する 。 


1. 体制 整備 等 


(1) 行動 計画 等 の 作成 
① 国 、 地 方 公共 団体 の 行動 計画 の 作成 、 物 資 ・ 資 材 の 備蓄 、 訓 練 、 国 民 へ の 知識 の 普及 
② 指定 公共 機関 (医療 、 医 薬品 ・ 医 療 機器 の 製造 ・ 販 売 、 電 力 、 ガ ス 、 輸 送 等 を 営む 法人 ) の 指定 ・ 業 務 計画 の 作成 


(2) 権 利 に 制限 が 加え られ る と き で あっ て も 、 当該 制限 は 必要 最小 限 の も の と する こと 
(3) 発生 時 に 国 、 都 道府県 の 対策 本 部 を 設置 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊急 事態 に 市 町 村 の 対策 本 部 を 設 


(4) 発生 時 に 2 
※ 医 療 提供 業務 又 舌 ・ 国 民 経済 の 安定 に 寄与 する 業務 を 行う 事業 者 で あっ て 、 厚 生 労 働 大 臣 の 定め る と ころ に より 


厚生 労 人 大 臣 の 登録 を 受け て いる も の 
| 期間 と 地域 を 限定 


- (5) 海 外 発生 時 の 水際 対策 の 的 確 な 実施 
本 






2 「 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊急 事態 」 発 生 の 際 の 措置 


① 外出 自粛 要請 、 興行 場 、 催 物 等 の 制限 等 の 要請 ・ 指 示 ( 潜 伏 期 間 、 治癒 

② 住民 に 対す る 予防 接種 の 実施 ( 国 に よる 必要 な 財政 負担 ) 

医療 提供 体制 の 確保 (臨時 の 医療 施設 等 ) 

緊急 物資 の 運送 の 要請 ・ 指 示 

政令 で 定め る 特定 物資 の 売 渡し の 要請 ・ 収 用 

埋葬 ・ 火 葬 の 特例 

生活 関連 物資 等 の 価格 の 安定 (国民 生活 安定 緊急 措置 法 等 の 的 確 な 運用 ) 

行政 上 の 申請 期限 の 延長 等 

政府 関係 金融 機関 等 に よる 融資 等 

〇 施行 期日 : 平成 25 年 4 月 13 日 3 


③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
© 





第 一 段階 海外 で 発生 (病原 性 が 不明 な 段階) 


対策 本 部 立ち 上 げ 
づき 基本 的 対処 方 針 和 定 
検疫 の 実施 、 特 定 接種 の 実施 等 


ーー- 病原 性 等 が 強い お それ が ある 場合 


外出 自粛 、 催 物 の 開催 の 制限 の 要請 
住民 へ の 予防 接種 
臨時 の 医療 施設 に お ける 医療 提供 等 


政府 対策 本 部 の 設置 


新 
弄 
9 
ン 
フ 
ル 
= 
ン 
サ 
等 
事 
感 
措 
赴 





〇 基本 的 対処 方 針 の 作成 

〇 特定 接種 ( 飼 録 事業 者 ) の 実施 

〇 海外 発生 時 の 水際 対策 の 的 確 な 
実施 

〇 現地 対策 本 部 の 設置 (必要 に 応じ 
で ) 


ぐ 国 > 


〇 まん 延 の 防止 に 関す る 措 遍 
* 住 民 に 対す る 予防 接種 の 実施 指示 ! 

〇 国民 生活 及び 国民 経済 の 安定 に 関 
する 措置 i 
・ ワ クチ ン や 抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ル 』 
ス 薬 等 の 緊急 物資 の 運送 要請 ・ 指 示 ! 
・ 特 定 物 資 の 売 渡 し の 要請 ・ 収 用 











都 道 府 県 対 策 本 部 の 設置 < 市 町 村 > 


和幸 株 寺 和 【 任 意 に 対策 本 部 設置 可 】 
『 定 接種 の 実施 の ※ 潜 律 に 基づく 対策 本 部 で は な い 
. 〇 特定 接種 の 実施 へ の 協力 





| く 都 道 府 県 > 市 町 村 対策 本 部 の 設置 


: 〇 まん 延 の 防止 に 関す る 措置 


> ーー た ーー ンー FT ri | 〇 M 接種 の 施 
・ 学 校 等 の 施設 や 興行 場 等 の 』 r 防 夫 
: 〇 予防 接種 の 実施 へ の 協力 


〇 医療 等 の 提供 体制 の 確保 に 関す る 措置 
* 病 院 や 、 医 薬品 販売 業者 等 で ある 指定 ( 地 
方 ) 公 共 機関 に お ける 診療 、 薬 品 等 の 販売 
・ 臨 時 の 医療 施設 の 開設 、 土地 等 の 使用 


| 国民 生活 及び 国民 経済 の 安定 に 関す る 措置 ! 





・ ワ クチ ン 補 抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ルス 薬 等 の ] 
監 急 物資 の 運送 要請 ・ 指 示 
*・ 特 定 物資 の 売 渡し の 要請 ・ 収 用 


| 〇 忠 急 時 の 埋葬 ・ 火 葬 


国民 の 大 部 分 が 当該 感染 症 に 対す る 免疫 を 獲得 し た こと 等 に より 当該 疾病 が 新型 イン フ 
ル エ ン ザ 等 感 業 症 と 認め られ な く な っ た 旨 が 公表 され た 場合 、 本 部 廃 








| 緊急 事態 宣言 が 解除 され た 場合 、 
部 廃止 





新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 に 基づく 県 対策 本 部 の 設置 に つい て 


ぐ 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 特別 措置 法 > 
(新型 イン フル エン ザ 等 の 発生 等 に 関す る 報告 ) 





四条 





第 十 








厚生 労働 大 
イン フル エン ザ 等 が 発生 し た 


臣 は 、 感 染 症 





法 第 


認め た 言 









































四 十 四 条 の 二 第 一 項 又 は 第 四 十 四条 の 六 第 一 項 の 規定 に より 新型 
を 公表 する と き は 、 内 闘 総理 大 臣 に 対し 、 当 該 新 型 イ ン フ ル エ 





























ン ザ 等 の 発生 の 状況 、 当 該 新型 イン フル エン ザ 等 に か か っ た 場合 の 病状 の 程度 その 他 の 必要 な 情報 の 報 
告 を し な けれ ば な ら な い 。 
(政府 対策 本 部 の 設置 ) 


第 十 五 条 内閣 総 理 

た 場合 の 病状 の 程 
程度 に 比 し て お お むね 同 程度 以下 で ある と 認め られ る 場合 を 除き 、 内 閣法 (昭和 ニ 十 二 年 法 律 第 
に か か わら ず 、 閉 議 に か け て 、 了 臨時 に 内 閣 に 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 ( 以 








第 十 二 条 第 


第 二 十 二 条 第 十 五 条 第 一 項 の 規 
行動 計画 で 定め る と ころ に より 、 
2 都 道 府 県 対 策 本 部 は 、 当 該 都 道 府 県 及 び 当該 都 道 府 県 の 

定 地方 公共 機関 が 実施 する 当 























四 項 の 規 
下 「 牙 府 対策 本 部 」 








大 














臣 は 、 





前 条 の 報告 が あっ た と き は 、 当 該 報 





テー 


口 


に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 に か か っ 

















ニー 








度 が 、 感 染 症 法 第 六条 第 六 項 第 一 号 に 掲げ る イン フル エン ザ に か か っ た 場合 の 病状 の 








五 号 ) 








と いう 。) を 設置 する も の と する 。 
( 都 道 府 県 対 策 本 部 の 設置 及び 所 革 事 務 ) 


た 
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に よ 


ーー 


四 . 














ち ( 


県 





り 政 府 対策 本 部 が 設置 され た と き は 、 都 道府県 知事 は 、 都 道 府 


















































直ちに 、 都 道府県 対策 本 部 を 設置 し か な けれ ば な ら な い 。 
区 城内 の 市 困 村 並び に 指定 公共 機関 及び 指 




































































% 公 














都 首 





府県 の 区 域 に 係る 新型 イン フル エン ザ 等 対策 の 総合 的 な 推進 に 関 





g 信 


する 事務 を つか さ ど る 。 
( 都 道 府 県 対 策 本 部 の 組織 ) 


2 都 道 府 県 対 策 本 部 に 本 部 員 を 置き 、 次 に 掲げ る 者 (道府県 知事 が 設 


























旭 





第 一 十 三条 都 道 府 県 対 策 本 部 の 長 は 、 都 道府県 対策 本 部 長 と し 、 都 道府県 知 




















小心 









































事 を も っ て 充て る 。 
直す る も の に あっ て は 、 


ツー 


レビ 





























に 掲げ る 者 を 除く 。) を も っ て 充て る 。 


| 





副 知 事 








回 | 





出 





警視 総監 又は 道 


都 道 府 県 教 育 委 








= 


員 会 の 教育 





癌 ! 




















府県 警察 本 部 











特別 区 の 消 


防 長 














(条例 へ の 委任 ) 


第 二 十 六条 第 二 十 二条 か ら 前 条 3 























長 


前 各 号 に 掲げ る 者 の ほか 、 都 道府県 知事 が 当該 都 道 府 県 の 職員 の うち か ら 任 命 す る 者 



































E で 及び 第 三 十 三条 第 二 項 に 規定 する も の の ほか 、 都 道府県 対策 本 部 に 


関し 必要 な 事項 は 、 都 道府県 の 条例 で 定め る 。 





ぐ 岩 手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 条例 > 


(趣旨 ) 

第 1 条 
より 、 
の と する 。 
(組織 ) 








この 条例 は 、 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 
岩手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 (以下 「 対 策 本 部 」 と いう 。) に 関し 必要 な 事項 を 定め る も 





と 
いい 











(平成 2 4 年 法律 第 31 号 ) 第 2 6 条 の 規定 ( 



































する 。 


部 員 (副本 部 長 で ある 本 部 員 を 除く 。 以 下 同じ 。) は 、 本 部 長 の 命 を 受け 、 対 策 本 部 の 事務 に 従 


手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 長 (以下 「 本 部 長 」 と いう 。) は 、 対策 本 部 の 事務 を 総括 す 



































部 長 は 、 本 部 長 を 助け 、 対 策 本 部 の 事務 を 整理 する 。 

















| 




















4 対策 本 部 に 本 部 長 、 副 本 部 長 及 び 本 部 員 の ほか 、 必 要 な 職員 を 置く 。 











5 前 項 
































( 補 則 ) 
第 5 条 こ 


の 職員 は 、 県 の 職員 の うち か ら 知 事 が 任命 する 。 




















の 条例 に 定め る も の の ほか 、 対 策 本 部 に 関し 必要 な 事項 は 、 本 部 長 が 定め る 。 




















ぐ 岩 手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 規程 > 


(趣旨 ) 
第 1 条 こ 
例 」 とい 
組織 及び 
(組織 等 ) 


運営 に 関し 必要 な 事項 を 定め る 。 








の 規程 は 、 岩手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 条例 (平成 25 年 岩手 県 条例 第 22 号 。 以下 「 条 
う 。) 第 5 条 の 規定 に より 、 岩 手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 (以下 「 本 部 」 と いう 。) の 












































第 2 条 本 部 は 、 次 に 掲げ る 組織 を も っ て 構成 する 。 


(1) 部 





(2) 地方 支部 及び 班 
(3) 現地 対策 本 部 


(4) 本 部 支援 室 


2 本 部 


























の 事務 所 は 、 原 則 と し て 岩手 県 庁 内 に 置く 。 











ぐ 岩 手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 行動 計画 > 




















I エ モー6. 県 行動 計画 の 主要 6 項目 
(1) 実施 体制 




















( イ ) 県 の 体制 




















② 海 外 発生 期 





























新型 イン フル エン ザ 等 が 発生 し 、 国 が 政府 対策 本 部 を 設置 し た 場合 に は 、 本 県 に お ける 感染 拡 
大 の 抑制 に よる 県 民 の 健康 被害 防止 及び 社会 ・ 経 済 機能 の 維持 に 向け た 取り 組み を 推進 する た め 


[ 
















































































岩手 県 新型 イン フル エン ザ 等 対策 本 部 」 を 設置 する 。 











【 資 料 2】 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て 


1 国内 の 感染 者 の 状況 


( 1 ) 全国 の 状況 (チャ ー タ ー 便 帰国 者 を 除く ) R2.3.26 12 時 時 点 、( 人 ) 






























































































































































































































































































































































上 げ (湖北 省 は 渡航 H 





止 勧 告 ) 


























































































































PCR 検査 うち 無 症状 者 | うち 有 症 状 者 うち 症状 有無 
陽性 者 うち 死亡 者 | 確認 
国内 事例 1, 254 127 1, 119 45 6 
(2) 東北 地域 の 状況 (人 ) 
No. | 感染 確認 県 名 性 別 年 代 内 容 
1 | R2.2.29 宮城 県 | 男性 70 代 ・ 横 浜 港 の クル ー ズ 船 下船 者 
2 |R2.3.6 秋田 県 | 男性 60 代 ・ 横 浜 港 の クル ー ズ 船 下船 者 
3 | R2.3.6 / 女性 10 歳 未 満 ・ 北 海道 在住 
4 |R2.3.7 福島 県 | 男性 70 代 ・ 横 浜 港 の クル ー ズ 船 下船 者 
5 | R2.3.14 / 女性 70 代 ・1/21~3/1 エジプト 旅行 
6 | R2.3.23 青森 県 | 男性 70 代 ・3/9 て 3/15 スペ イン 旅行 
7 | R2.3.23 / 女性 70 代 ・ 渡 航 歴 等 な し 上 記 の 妻 
8 | R2.3.25 / 男性 60 代 ・3/9 て 3/15 スペ イン 旅行 
9 | R2.3.25 / 女性 60 代 ・3/9 て 3/15 スペ イン 旅行 
10 | R2.3.25 / 女性 70 代 ・3/9~3/15 スペ イン 旅行 
11 | R2.3.25 / 女性 70 代 ・3/9~3/15 スペ イン 旅行 
2 これ まで の 対応 状況 
(1) 国 の 対応 
1 月 6 日 各 都 道府県 等 に 対 し 、 武漢 市 滞在 歴 を 有する 愚者 の 医療 機関 で の 感 
染 対 策 の 徹底 等 を 要請 
1 月 7 日 各 検疫 所 に 対し 、 有 症 状 者 に 対す る 自己 申告 の 呼び か け 、 受 診 勧奨 
文書 発 ! 
1 月 16 日 国内 患者 発生 を 受け 、 国民 に メッ セー ジ 発 出 (通常 の 感染 対策 の 呼 
び か け 等 ) 
1 月 21 日 関係 開 僚 会 議 を 開催 
1 月 30 日 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 本 部 」 (本 部 長 : 首相 ) を 設置 
全国 知事 会 が 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 緊急 対策 会 議 」 を 設置 
1 月 31 日 WHO が 「 国 際 的 に 懸念 され る 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 」 を 宣言 
外務 省 が 感染 症 危険 情報 を 、 中 国 全 土 を 対象 に 「 渡 航 自粛 」 に 引き 








月 1 日 





月 13 日 


月 16 日 





月 19 日 


月 24 日 


月 25 日 


月 27 日 


月 29 日 
月 6 日 





kk 抽 


月 10 日 
月 14 日 





新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 を 「 指 定 感染 症 」 等 に 指定 する 政令 施行 
出入 国 管理 法 に 基づく 入国 規制 の 実施 (湖北 省 発 行 旅券 を 所 持 す る 
者 及び 14 日 以内 の 湖北 省 滞在 者 ) 
都 道 府 県 に 対し 、 下記 の 体制 を 今月 上 旬 ま で に 整備 する こと を 要請 
① 次 医療 圏 毎 の 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 設置 
②  「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 へ の 受診 調整 を 行う 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 
相談 セン ター」 の 各 保 健 所 へ の 設置 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 検疫 法 上 の 隔離 ・ 停 留 で きる 感染 症 と 
する た め 、 ま た 、 無 症状 病原 体 保有 者 を 入院 措置 ・ 公 費 負 担 と する た 
め 、 関 係 政令 を 改正 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 流行 が 確認 され て いる 地域 に 「 洒 江 省 」 
を 追加 
感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 対策 に つい て 医学 的 見 地 か ら 対応 
策 等 を 協議 
第 2 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 患者 が 増加 する 局面 を 想定 
し た 対応 に つい て 協議 
相談 ・ 受 診 の 目安 に つい て 協議 
第 3 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 感染 対策 の 基本 方 針 に つい 
て 協議 
政府 対策 本 部 に お いて 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 方 
針 」 を 決定 
安倍 首相 が 国 の 対策 本 部 に お いて 、 全 国 の 小 中 学 校 、 高 校 、 特 別 支 
援 学 校 を 3 月 2 日 か ら 臨 時 休校 する よう 要請 
安倍 首相 記者 会 見 (臨時 休校 や PCR の 保険 適用 等 に つい て ) 
新型 コロ ナウ イル ス に 係る PCR 検 査 の 保険 適用 開始 
都 道 府 県 に 対し 、 新型 コロ ナウ イル ス の 患者 数 が 大 幅 に 増え た 時 に 
備え た 医療 提供 体制 等 の 検討 を 要請 
新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専 門 家 会 議 
(「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 の 見 解 」 を 発表 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 緊急 対応 策 一 第 2 弾 一 」 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 法 施行 
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ュー ン 





3 月 19 日 





3 月 26 日 


(2) 県 の 対応 
1 月 9 日 
1 月 21 日 
1 月 24 日 





1 月 25 日 


ペン 


2 月 8 日 
1 月 29 日 





2 月 2 日 


2 月 5 日 
2 月 6 日 





新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専 門 家 会 議 

(| 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 ) 
本 国内 の 感染 状況 は 、 引き 続き 持ち こたえ て いる が 、 一 部 の 地域 で は 感染 拡大 が 
見 られ 、 今後 地域 に お いて 、 感染 源 が 分 か ら な い 患 者 数 が 継続 的 に 増加 し 、 こ うし た 
地域 が 全国 に 拡大 すれ ば 、 どこ か の 地域 を 発端 と し て 、 爆発 的 な 感染 拡大 を 伴う 大 規 
模 流 行 に つなが りか ね な いと 考え て いる 。 
現時 点 で は 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感染 拡大 防止 の 効果 を 
最大 限 に する と いう 方 針 を 続け て いく 必要 が あり 、 

① クラ スタ ー (集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対応 

② 患者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 

③ 市 民 の 行動 変容 
の 3 本 柱 の 基本 戦略 を 維持 、 必 要 に 応じ て 強化 し 、 速 や か に 行わ な けれ ば な ら な い 。 
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都 道 府 県 に 対し 、 新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 の 患者 数 が 大 幅 に 増え 
た と き に 備え た 入院 医療 提供 体制 等 の 整備 を 要請 
県 内 の 患者 受入 れ を 調整 する 「 都 道府県 調整 本 部 」 を 各 都 道府県 に 設置 
(集中 治療 、 呼 吸 回 内 科 治 療 、 救 急 医療 、 感 染 症 医療 の 専門 家 、 炎 害 医療 コー ディ 
トー ター 等 に より 構成 ) 
厚 労 省 に お いて 地方 厚生 局 の 区 域 を 単位 と する 「 広 域 調整 本 部 」 を 設置 。 
入院 患者 、 重 症 者 の 受入 医療 機関 の 確保 等 
患者 搬送 体制 の 確保 等 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 1 5 条 に 基づき 、 政府 対策 
本 部 を 設置 















































































































































県 医師 会 、 感染 症 指定 医療 機関 等 に 対し 、 感染 対策 等 の 徹底 を 要請 
県 ホー ムペ ー ジ へ の 掲載 に よる 県 民 へ の 情報 提供 の 実施 
県 旅館 ホテ ル 生 活 衛生 同業 組合 等 に 旅行 客 発症 の 場合 の 適切 な 対応 






























































人 機 内 で の 健康 カー ド 配 布 に よる 自己 申告 と 適切 な 受診 失 


理 
計 
還 

還 

















感染 症 指定 医療 機関 等 で 構成 する 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 医 療 
連絡 会 議 」 を 開催 し 、 患 者 発生 時 の 具体 的 対応 を 確認 
厚 労 省 か ら DMAT に 対し 武漢 か ら の 航空 機 帰国 者 の 健康 管理 に 係る 
派 遺 依 頼 が あり 、 本 県 で は 岩手 医科 大 学 か ら 1 名 が 2 日 間 対 応 
「 庁 内 各部 局 連絡 会 議 」 を 設置 し 、 各 部 局 の 取組 み 等 を 情報 共有 
第 2 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 指定 感染 症 と し て の 患者 発生 時 の 具 
体 的 対応 を 確認 
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月 7 日 


月 8 日 





月 10 日 


月 11 日 





月 18 日 


月 22 日 


月 26 日 
月 6 日 





月 13 日 





月 17 日 


月 23 日 





月 26 日 


岩手 県 感染 症 対策 委員 会 」 を 開催 し 、 県 


会 の 設置 に つい て 協議 








の 感染 対策 及び 専門 委員 


「 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター」 及び 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 対 


応 を 開始 





























情報 共有 





「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 委員 会 」 を 設置 し 、 県 























の 対策 に 関し 専門 的 な 知見 に 基づき 具体 的 に 協議 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 を 設置 し 、 第 1 回 本 部 員 


会 議 を 開催 
第 2 回 専門 委員 会 開催 











(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 県 内 の 医療 体制 に つい て ) 


第 3 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 
体制 に つい て 協議 





== 
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MP 








者 が 


県 対策 本 部 第 2 回 本 部 員 会 議 開催 
県 対策 本 部 第 3 回 本 部 員 会 議 開催 


(知事 か ら 「 県 民 の 皆様 へ の メッ セー ジ 」 発 ! 


県 対策 本 部 第 4 回 本 部 員 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 対応 方 針 に つい て ) 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 案 の 内 容 に つい て ) 


第 3 回 専門 委員 会 開催 




















県 民生 活 の 安全 安心 に 関わ る 各 分 野 の 関係 団体 等 に よる 「 連 絡 会 議 」 
を 開催 し 、 消 防 、 警 祭 、 医 療 、 各 種 イ ン フ ラ 、 人 金融 、 報 道 等 の 団体 と 














ュー ン 














肖 加 する こと を 想定 し た 医 





沿 


(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 課題 と 今後 の 対応 等 に つい て ) 


県 対策 本 部 第 5 回 本 部 員 会 議 


開催 


( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 補正 予算 に つい て ) 

















新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 } 


部 を 設置 

















四 法 第 2 2 条 に 基づき 、 県 対策 本 


(3) 


(4 ) 


県 内 の 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター へ の 相談 状況 
開設 日 

令 和 2 年 2 月 8 日 

受付 時 間 ・ 設 置 機関 











受付 時 間 


設置 機関 














平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 








全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 24 時 間 体 制 (2/19~) 











各 県 保健 所 (9 か 所 ) 





盛岡 市 保健 所 
県 庁 医 療 政 策 室 














相談 対応 件 数 











































































































































































































9 3/20 3/24 3/25 所 計 
3/19 木 
各 保 健 所 992 4 36 79 | 1.186 
医療 政策 室 334 6 5 3 386 
合計 1, 326 10 41 82 | 1,572 
主 な 相談 内 容 
東京 で コン サー ト に 行っ た が 大 丈夫 か 。 
医療 機関 を 受診 し た が 、 熱 が 下がら な い 。 
県 内 の 一 般 相談 窓口 へ の 相談 状況 
開設 日 
令 和 2 年 1 月 21 日 
受付 時 間 ・ 設 置 機関 
受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 ~17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 
全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 9 時 00 分 ~21 時 00 分 | 県庁 医療 政策 室 
相談 対応 件 数 (件 数 の 計上 は 2 月 8 日 か ら ) 
0 3720 | 3721 | 3722 | 3723 | 3724 | 3/25 | 生計 
3/19 木 金 士 日 火 水 10 が 
各 保健 所 990 1 2 2 49 51 34 | 1,039 
医療 政策 室 179 9 11 9 10 6 0 182 
合計 1, 169 10 13 11 59 57 34| 1,221 
主 な 相談 内 容 
マス ク が 手 に 入ら な い 。 地元 の ドラ ックス ト ア に な い 。 











社内 で 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 が 
きか 。 














た 場合 に は 、 ど の よう な 対応 を すべ 























































































































































































































































































































(5) 新型 コロ ナウ イル ス の 検査 状況 
これ まで の 検査 状況 (全て 陰性 ) (3 月 27 日 6 : 00 時 点 ) 
検査 結果 判明 2/13 2/15 2/20 2/21 2/26 2/27 2/28 2/29 3/2 
行政 検査 件 数 1 1 1 1 2 3 2 1 1 
民間 検査 件 数 
検査 結果 判明 3/4 3/6 3/7 3/11 3/13 3/16 3/17 3/18 3/19 
行政 検査 件 数 2 2 3 1 1 5 4 
民間 検査 件 数 2 1 
検査 結果 判明 3/20 3/21 3/22 3/23 3/24 3/25 3/26 ョ 
行政 検査 件 数 2 1 0 1 3 9 47 
民間 検査 件 数 3 
※ 3/13 の 行政 検査 1 件 と 3/16 の 民間 検査 1 件 は 同一 患者 に つい て 重複 し て 実施 され た も の 。 
(6) 医療 用 マス ク の 医療 機関 へ の 提供 状況 に つい て 
丘 ーーー 征 = 配分 数 量 
提供 元 提供 日 | 提供 枚数 配分 先 配分 日 本 科 備 考 
EK A Sa 3/18 10.000 枚 | 。 .。 、 
県 医師 会 (診療 所 ) 23.000 枚 | 緊急 要望 に 伴う 配分 (確保 分 の 1/2) 
県 ・ 市 町 村 在 庫 分 3 月 16 日 46,150 枚 
(23.150 枚 ) |( 今 後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 
400 了 | 12 の 人 誠に つく 名 
国 省 庁 備蓄 分 3 月 16 日 41.100 枚 療 機関 の 在庫 数 量 2 週間 未満 の 指定 医療 機関 
6,700 枚 [|O 配 付 数 量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 週間 分 
一 般 医 療 機関 (23 施 設 ) 108.000 枚 [O 配 付 方 法 : 国 か ら 直接 医療 機関 等 へ 
国 一 括 購入 分 、| 3 月 23 日 | 208.000 枚 | 岩手 県 医師 会 (診療 所 ) 宙 革 3 迄 間 林 洪 の 指 志 医 講 及び 一 艇 話 弟 
: ペ 1 岩手 県 会 (診療 有 25.000 量 3 週間 未 : 中 ド 一 般 
Re (| 還 〇 配付 数 量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 週 間 分 
岩手 県 歯科 医師 会 (診療 所 ) 26.000 枚 |※ 上 記 の 他 、 医 師 会 、 歯 科 医 師 会 、 薬 剤 師 会 に も 配付 
岩手 県 競馬 組合 か ら 指定 医療 機関 等 EC 
第 2 弾 指定 医療 機関 等 
国 一 括 購 入 分 皮相 | 208.000 枚 | 一 般 医 療 機関 (今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 3 師 会 を 想定 











3 2 月 25 日 、 国 が 示し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 方 針 」 の 概要 


(1) 


基本 方 針 の 趣旨 
現在 の 状況 を 的 確 に 




















コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 を 更に 人 














EE 握 し 、 国 や 地方 
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里 し 、 


自治 体 、 医 療 関係 者 、 
E め て いく た め 、 現 在 講じ て いる 対策 と 、 今 後 の 状況 の 


じ て い くべ き 対 策 を 現時 点 で 整 





基 











ln 


事業 者 、 











民 が 





本 方 人 








(2) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て 現時 点 で 把握 し て いる 事実 


一 般 的 な 状況 に お ける 感染 経路 は 飛 漆 感染 、 接 角 


れる 。 


閉鎖 空間 に お いて 近 和 距離 で 多く の 人 と 会 話す る 等 の 一 





B 感 


CN 





染 で あり 、 空 気 


定 の 環 





丸 と な っ て 、 新 型 
展 を 


AE 

















時 と し て 総合 的 に 示し た も の 。 


気 感染 は 起き て いな いと 考え ら 


境 下 で あれ ば 、 咳 や く し ゃ み 等 が な 


く て も 感染 を 拡大 させ る リス ク が ある 。 


(3 ) 現時 


感染 





重症 


制 し 、 
者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る べく 万 全 を 尽く す 。 


点 で の 対策 の 目的 
































拡大 防止 策 で 、 ま ず は 流行 の 早期 終 島 を 目指 し つつ 、 患 者 の 増加 の スピ ー ド を 可能 な 限り 抑 


流行 の 規模 を 抑え る 。 


























( 4 ) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 方 針 の 重要 事項 


① 国民 ・ 企 業 ・ 地 域 等 に 対す る 情報 提供 























国民 に 対す る 正確 で 分 か りや すい 情報 提供 や 呼び か け 




















勤 の 推進 等 の 呼び か け 
地域 や 企業 に 対す る 感染 拡大 防止 の 観点 か ら の 開催 の 必要 性 の 検討 要請 
内 で の 感染 状況 の 把握 (サー ベイ ラン ス (発生 動向 調査 ) ) 


② 国 































































































地域 で 患者 数 が 継続 的 に 
断 の た め の PCR 検 査 
仕組 み を 整備 する 。 














③ 感染 拡大 防止 策 
〇 地域 で 患者 数 が 継続 的 に 増え て いる 状況 で の 
積極 的 疫学 調査 や 健康 観 祭 は 縮小 及び 、 広 く 外 出自 粛 の 協力 を 求め る 対応 べ へ の シフ ト 











地域 の 状況 に 応じ た 、 















































患者 クラ スタ ー へ の 対応 を 継続 、 強 化す る 。 











企業 に 対し て 発熱 等 の 風邪 症状 が 見 られ る 職員 等 へ の 休暇 取得 の 勧 葉 、 テ チ テレワーク や 時 差出 





えて いる 状況 で は 、 入 院 を 要する 肺炎 患者 の 治療 に 必要 な 確定 診 
に 移行 し つつ 、 国 内 で の 流行 状況 等 を 把握 する た め の サ ー ベ イラ ンス の 


〇 学校 等 に お ける 感染 対策 の 方 針 の 提示 及び 学校 等 の 臨時 休業 等 の 適切 な 実施 に 関す る 都 道 




















府県 等 の 設置 者 等 へ の 要請 


④ 医 








ンタ ー 又 は か か りつ け 


時 間 や や 動 線 を 区 分 する 等 の 
透析 医療 機関 、 産科 医療 機関 等 新型 コロ ナウ イル スス 感染 症 を 疑う 患者 の 
機関 を 事前 に 検討 
症状 が 軽度 で ある 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 養 を 原則 と し 、 状 態 が 変化 し た 場合 に 、 相 談 セ 
医 に 相談 し た 上 で 、 受 診 す る こと 。 
症状 が な い 高 齢 者 や 基礎 疾患 を 有する 者 等 に 対す る 継続 的 な 医療 ・ 投 薬 等 に つい て は 、 電 
に よる 診療 等 に より 処方 箋 を 発行 する な ど 、 医 療 機 関 を 受診 し な く て も よい 体 














療 提供 体制 
地域 で 患者 数 が 大 幅 に } 







































































構築 する こと 。 


(5) 今後 の 進め 方 に つい て 
地域 ご と の 各 対 策 の 切 替 えん の タイ ミン グ に つい て は 、 ま ず は 厚生 労働 省 が その 考え 方 を 示し た 上 


で 、 地 方 
ずる 。 対 策 の 推進 に 当たっ て は 、 地 方 












































えた 状況 で は 、 外 来 で の 対応 に つい て は 、 一 般 の 医療 機関 で 、 診 











感染 対策 を 講じ た 上 で 、 感 染 を 疑う 患者 を 受け 入れ る 
診療 を 行わ な い 医 療 


































































































ニー を 
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原 


前 を あら か じ め 


自治 体 が 厚生 労働 省 と 相談 し つつ 判断 する も の と し 、 地 域 の 実情 に 応じ た 最適 な 対策 を 講 
人体 等 の 関係 者 の 意見 を よく 伺い な が ら 進 め る 。 


4 3 月 9 日 、 国 の 専門 家 会 議 が 示し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 見 解 」 の 概要 
(1) 感染 拡大 防止 に 向け た 日 本 の 基本 戦略 

専門 家 会 議 で は 、 日 本 で 新型 コロ ナウ イル ス に 対応 する た め の 基 本 的 な 考え 方 を 、 社 会 ・ 経 済 機 
能 へ の 昧 響 を 最小 限 と し な が ら 、 感 染 拡大 の 効果 を 最大 限 に する と いう 方 針 と し 、 具体 的 な 戦略 
を 「 ク ラス ター の 早期 発見 早期 対応 」「 患 者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体 
制 の 確保 」「 市 民 の 行動 が 変容 」 の 3 本 柱 を 具体 的 戦略 と し て 提言 。 
















































































































































































(2 ) 現在 の 国内 の 感染 状況 
本 日 時 点 で の 日 本 の 状況 は 、 爆 発 的 な 感染 拡大 に は 進ん で お ら ず 、 一 定 程度 、 持ち こたえ て い 


る の で は な いか と 考え る 。 














(3 ) 重症 化す る 患者 さん に つい て 
日 本 で は 、 死亡 者 数 は 大 きく 増え て お ら ず 、 日 本 の 医師 が 重症 化し そう な 患者 の 多く を 検出 し 、 
適切 に 治療 で き て お り 、 医療 の 質 の 高 さ を 示唆 し て いる と 考え られ 、 今 後 も 、 医 療 提 供 体制 を 強 


化す る 必要 が ある 。 



















































































(4 ) 北海 道 に お ける 、「 人 と 人 と の 接触 を 可能 な 限り 控え る 」 対 策 に つい て 
北海 道 で の 対策 に つい て は 、 北 海道 で の 緊急 事態 家 言 か ら 少 な く と も 約 2 週間 後 か ら で な けれ ば 
効果 測定 は 困難 で あり 、 対 策 の 効果 は 、 今 月 19 日 頃 を 目途 に 公表 する 。 
北海 道 で は 、 急 速 な 感染 拡大 を 収束 に 向かわ せる こと を 目的 と し て 、2020 年 2 月 28 日 に 「 新 型 
コロ ナウ イル ス 上 緊急 事態 宣言 」 が 知事 より 示さ れ た 。 
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事態 









































































































































(5) 今後 の 長期 的 な 見 通し に つい て 
WHO は 3 つの 異な る シナ リオ (3Cs) を 考え る べき と し て お り 、 そ れ ぞ れ の 地域 を 
1) 感染 者 が 他 地 域 か ら の 感染 者 に 限定 され て いる 地域 (Cases) 、 
2) クラ スタ ー を 形成 し て いる 地域 (Cluster) 、 
3) 地域 内 に 広範 に 感染 者 が 発生 し て いる 地域 (Community Transmission) 、 
の 3 つ に 分 類 し て 対応 を 考え る こと が 必要 だ と し て お り 、 専 門 家 会 議 と し て は 今後 、 厚 労 省 が 示 
す 指 人 針 と 北海 道 で の 対策 の 効果 を も と に 全国 各地 で の 対応 を 検討 し 、 報 告 する 。 
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(6) みな さま に お 願い し た いこ と 
これ まで 集団 感染 に 共通 する の は 、① 換 気 の 悪 い 密 閉 空 間 で あっ た 、② 多 く の 人 が 癌 集 し て いた 、 
③ 近 距離 (互い に 手 を 伸ばし た ら 届 く 距 離 ) で の 会 話 や 発声 が 行わ れ た と いう 3 つの 条件 が 同時 に 
重なっ た 場 で や り 、 こ うし た 場 で は より 多く の 人 が 感染 し て いた と 考え られ る 。 そ の た め 、3 つ の 
条件 が 同時 に 揃う 場所 や 場面 を 予測 し 、 避 ける 行動 を と っ て ほし い 。 






















































































5 3 月 10 日 、 国 が 示し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 緊急 対応 策 一 第 2 弾 一 」 
(1) 感染 拡大 防止 策 と 医療 提供 体制 の 整備 
〇 感染 拡大 防止 策 





・ ク ラス ター 対策 の 専門 家 を 派遣 
〇 第 給 両面 か ら の 総合 的 な マス ク 対 策 
・ 医 療 機関 向け マス ク 1, 500 万 枚 を 国 で 一 括 購 入 し 、 必 要 な 医療 機関 に 優先 配布 
〇 PCR 検 査 体制 の 強化 

・PCR 検 査 設備 の 民間 等 へ の 導入 を 支援 し 、 検 査 能 力 を 更に 拡大 Q 日 最大 7.000 件 程度 ) 

・P CR 検査 を 保険 適用 (公費 補助 に より 引き 続き 自己 負担 な し ) 
〇 医療 提供 体制 の 整備 と 治療 楽 等 の 開発 加速 

・ 上 緊急 時 に 5, 000 超 の 病床 確保 と 人 工 呼 吸 問 等 の 設備 整備 支援 
症状 が ある 方 へ の 対応 

情報 発信 の 充実 
・ 厚 生 労 働 省 の ホー ムペ ー ジ や 政府 広報 な ど わ か りや すく 情報 提供 する 。 
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(2 ) 学校 の 臨時 休業 に 伴っ て 生じ る 課題 へ の 対応 
保護 者 の 休暇 取得 支援 等 

個人 向け 緊急 小口 資金 等 の 特例 

放課後 児童 クラ ブ 等 の 体制 強化 等 

学校 給食 休止 へ の 対応 

テレ ワー ク 等 の 推進 





























(KO ODO 


( 3) 事業 活動 の 縮小 や 雇用 へ の 対応 

雇用 調整 助成 金 の 特例 措置 の 拡大 
唱 力 な 資金 繰り 対策 
サプライ チェ ー ン 帆 損 へ の 対応 
観光 業 へ の 対応 
生活 困 徐 者 自 ゞ 
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支援 制度 の 利用 促進 等 に よる 包括 的 支援 の 強化 

















(4) 事態 の 変化 に 即応 し た 緊急 措置 等 
〇 新た な 法 整 備 
・ 国 民 の 命 と 健康 を 守り 、 国 民生 活 や や 経済 に 及ぼ す 影 響 が 最小 な も の と な る よう 、 新 型 イ ン フ ル 
エン ザ 等 対策 特別 措置 法 を 改正 し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 同 法 の 対象 に 暫定 的 に 加え る 。 
〇 水際 対策 に お ける 迅速 か つ 機 動 的 な 対応 
・ 水 際 対 策 は 国内 へ の 感染 者 の 急激 な 流入 を 防止 する た め 、 入 国 制 限 な ど を 引続き 実施 する 。 
〇 行政 手続 、 公 共 調 達 等 に 係る 臨時 措置 等 
〇 国際 連携 の 強化 
・ 途 上 国 に 対し 、 国 際 社 会 全体 と し て の 感染 症 対策 に 積極 的 に 頁 献 する 。 
〇 地方 公共 団体 に お ける 取組 へ の 財政 支援 



















































































































































































6 3 月 19 日 、 国 の 専門 家 会 議 が 示し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 
提言 」 の 概要 





状況 分 析 
(1 ) 現時 点 で は 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感 染 拡 大 防止 の 効果 を 最大 限 に する 
と いう 方 針 を 続け て いく 必要 が ある 。 そ の た め 、 

① クラ スタ ー (患者 集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対応 

② 患者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 

③ 市 民 の 行動 変容 

と いう 3 本 柱 の 基本 戦略 を 維持 、 必 要 に 応じ て 強化 し 、 速 や か に 行わ な けれ ば な ら な い 。 



























































(2) WHO は 、 日 本 が 「 ク ラス ター (患者 集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対応 」 と いう 戦略 を と っ て 様々 な 

取組 を 進め て きた こと を 高く 評価 。 

し か し な が ら 、 国 及び 地方 公共 団体 に お ける クラ スタ ー 対 策 の 実施 体制 に は 、 専 門 家 が 少な い 、 
保健 所 に お ける 労務 負担 が 過重 な ど 、 様 々 な 課題 。 



























































(3) 日 本 国内 の 感染 は 、 引 き 続 き 、 持 ちこ た えて いる が 、 一 部 の 地域 で 感染 拡大 が み ら れ 、 今 後 、 
感染 源 が 分 か ら な い 愚 者 数 が 継続 的 に 増加 し 、 こ うし た 地域 が 全国 に 拡大 すれ ば 、 爆 発 的 な 感染 拡 
大 (オー バー シュ ー ト ) に つなが りか ね な い 。 




































































(4) 日 本 全国 で 見 れ ば 、 大 規模 イベ ント 等 の 自粛 や 学校 の 休校 等 の 直接 の 影響 な の か 、 そ れ に 付随 し 
て 国民 の 行動 変容 が 生じ た の か 、 そ の 内 訳 ま で は 分 か ら な いも の の 、 一 連 の 国民 の 適切 な 行動 変容 
に より 、 国 内 で の 新規 感染 者 数 が 若干 減少 する と と も に 、 効 果 が あっ た こと を 意味 し て いる 。 















































(5) オー バー シュ ー ト は 、 地 域 の 医療 提供 体制 の 崩壊 を 招き か ね ず 、 こ の 感染 症 の みな ら ず 、 通 常 で 
あれ ば 救え る 命 を 救え な く な る と いう 事態 に 至り か ね な い 。 





(6 ) 各地 域 で 想定 され る 外来 、 入 院 患 者 数 等 に 応じ た 医療 提供 体制 が 整え られ る よう 、 重 点 的 な 受入 
医療 機関 の 設定 や 、 重 点 医 療 機関 等 へ の 医療 従事 者 の 派遣 等 の 医療 提供 体制 の 整備 を 各 都 道府県 が 
実施 する こと が 早急 に 必要 。 

また 、 必 要 に 応じ 特に 重 篤 患 者 に 係る 広域 調整 を 行う た め 、 都 道 府 県 を 越え た 広域 調整 本 部 の 設 

置 汰 備 等 が あら か じ め 必 要 。 









































































































































(7) 今後 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感 染 拡大 防止 と クラ スタ ー 連 鎖 防 止 の 効果 
を 最大 限 に し て いく 観点 か ら 、 地 域 の 感染 状況 別に バラ ンス を と っ て 必要 な 対応 を 行っ て いく こと 
が 必要 。 

感染 状況 が 確認 され て いな い 地 域 で は 、 学 校 に お ける 様々 な 活動 や 、 屋 外 で の スポ ー ツ や スポ ー 
ツ 観 戦 、 文 化 ・ 芸 術 施 設 の 利用 な ど を 、 適 切 に それ ら の リス ク を 判断 し た 上 で 、 感 染 拡 大 の リス ク 
の 低い 活動 か ら 実 施す る こと 。 





(8) 学校 の 一 斉 休校 に つい て は 、 北 海道 に お いて は 他 の 取組 と 相まって 全体 と し て 一 定 の 効果 が 現れ 
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て いる と 考え る が 、 学 校 の 一 斉 休校 だ け を 取り 出し 「 ま ん 延 防止 」 に 向け た 定量 的 な 効果 を 測定 す 
る こと は 困難 。 

た だ し 、「 感 染 状 況 が 拡大 傾向 に ある 地域 」 で は 、 一 定期 間 、 学 校 を 休校 に する こと も 一 つの 選 
択 肢 と 考え られ る 。 











提言 





(1) 政府 及び 地方 公共 団体 へ の 提言 
① クラ スタ ー 対 策 の 抜本 的 な 強化 
抜本 的 な か クラスター 対策 の 拡充 、 一 刻 も 早い 実現 を 政府 に 強く 要望 。 
地域 で クラ スタ ー 対 策 を 指揮 する 専門 家 を 支援 する 人 材 の 確保 
地方 公共 団体 間 の 強力 な 広域 連携 の 推進 
感染 者 情報 を 各地 域 の リス クア セス メン ト に 活用 で きる シス テム の 構築 
保健 所 が 大 規模 な クラ スタ ー 対 策 に 専念 で きる 人 員 と 予算 の 投入 等 
② 3 つの 条件 が 同時 に 重なっ た 場 」 を 避け る 取組 の 必要 性 に 関す る 周知 啓発 の 徹底 
③ 重症 者 を 優先 する 医療 体制 の 構築 
リス ク の 高い 人 の 早め の 受診 
入院 治療 不要 の 軽症 者 や 無 症状 の 陽性 者 の 自宅 療養 (電話 に よる 健康 状態 の 把握 は 継続 ) 
入院 の 対象 を 、 持 続 的 に 酸素 投与 が 必要 な 肺 導 を 有する 愚者 、 合 併 症 を 有する 愚者 等 に 
限定 等 。 
④ 学校 等 に つい て 
春休み 明け 以降 の 学校 に 当たっ て は 、 子 ども た ちや や 教職員 が 、 日 常 的 に 長 時 間 集まる こと に よ 
る 感染 リス ク 等 に 備え て いく 観点 か ら 、 地 域 ご と の まん 延 の 状況 を 踏ま えて いく こと が 重要 。 
また 、 日 々 の 学校 現場 に お ける 「3 つ の 条件 が 同時 に 重なる 場 」 を 避け る た め の 取 組 を 進め て 
いく こと が 重要 。 


































































































































































































































































































































































































NN 


市 民 と 事業 者 の 皆様 へ 

3 つの 条件 が 同時 に 重なっ た 場 に お ける 活動 の 自粛 の お 願い 

感染 者 等 に 対す る 偏見 等 を 防ぐ た め の 配慮 の お 願い 

積極 的 疫学 調査 へ の 協力 の お 願い 

重症 化 リ スク の 高い 方 々 及び それ ら の 方 に 接する 方 々 へ の お 願い 

若者 世代 へ の お 願い 

医療 従事 者 へ の お 願い 

P CR 検査 に つい て 

適切 な 対象 者 を 検査 する こと で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス に 感染 し た 疑い の ある 肺炎 愚者 へ の 診 
断 ・ 治 療 を 行っ て いる ほか 、 濃 厚 接触 者 の 検査 に より 、 感 染 の クラ スタ ー 連 鎖 を と め 、 感 染 拡大 
を 防止 し て いる 。 今後 も 現状 で 必要 な PCR 検 査 が 速やか に 実施 され る べき と 考え て いる 。 
⑧ 大 規模 イベ ント 等 の 取扱 い に つ いて 
全国 的 な 大 規模 イベ ント 等 の 自粛 の 成果 に つい て は 、 その 効果 だ け を 取り 出し た 「 ま ん 延 防止 」 
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に 対す る 定量 的 な 効果 測定 を で きる 状況 に は な いと 考え る が 、 専 門 家 会 議 と し て は 、 引 き 続 き 、 全 











国 的 な 大 】 





昭 模 イベ ン 














等 に つい て は 、 ヨ 








E 催 者 が リス ク を 判断 し て 慎 
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な 対応 が 求め られ る と 考え る 。 


